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記念式典　新名称披露　名古屋丸の内RC

●名古屋丸の内RC 旧名古屋西南RC　会長　吉田 光一
 　1年前にCLP導入を目指して9名の「CLP検討委員会」を作り、さらにク

ラブ活性化の必要性を感じて12名の「未来委員会」を立ち上げました。奉

仕活動の見直し、会員増強、楽しい例会作り等討議する中、クラブ名称の

変更が大きく取り上げられ、会員全員からの名称募集等を経て「丸の内

ロータリークラブ」と改名することに決りました。

　仲良く元気で楽しく、出席してロータリアンとしての価値観を実感で

きるクラブを目指し、その思いとチームワークの取れた行動力を発揮す

る名称変更記念式典をしようと「実行委員会」を15名で立ち上げて準備

に入りました。来賓のご案内、アトラクションの選択と依頼作業を経て

本日の名称変更記念式典を迎えました。

式典の出席者

式典には地区役員様の中で

の出席を賜りさらに 中部経済新聞社様、地区各ロータリークラブ会長・

幹事様

と

の参加を頂き、丸の内ロータリークラブ・メンバー及び御家族の皆さん

で楽しく実行できました。

式典の進行 

　《 例会 》 では当クラブよりGSEでフランスへ派遣した辻さんのバイ

オリンと杉浦さんのピアノで全員入場し

開会の点鐘

1. 国歌・ロータリーソング斉唱

2. 実行委員長 岡田さんの挨拶

3. 会長 挨拶

4. 片山ガバナー 挨拶

5. クラブ紹介（プロジェクター画像を加えて）

6. 財団及び米山に寄付

閉会の点鐘　と続き

 《 第2部祝宴の部 》 では

1 司会の植木さん手配で“和太鼓”

   「悟空」のパフォーマンスに溢れた演奏でスタート

2 貴乃花親方を先頭に祇園の舞妓さんが入場

3 鏡開きには貴乃花親方の祝詞に続き

親方と名付け親の江崎直前ガバナー・岡田実行委員長・川原副会長・

吉田会長で元気よく鏡開きをして

4 川原副会長の発声で 「乾杯」

5 アトラクションでは

1. ウー・ルーチンさんの京胡の演奏

2. 和太鼓・悟空さんの大演奏

3. 京都・舞妓さんの踊り　と続き

4. 全員輪になって「手に手つないで」を唱和して

　後藤会長エレクトの「閉会の挨拶」を持って盛会の内に無事終了しました。

第2760地区ガバナー 片山主水様

第2760地区直前ガバナー 江崎柳節様

第2760地区副幹事 大島浩嗣様

第2760地区ロータリー財団委員長 深谷友尋様

第2760地区米山奨学委員長 大西弘高様

西名古屋分区 ガバナー補佐 近藤雄亮様

西名古屋分区 直前ガバナー補佐 杉本仁至様

名古屋ロータリークラブ 次年度副会長   島本迪彦様
幹事　　　  坂 直樹様

名古屋西ロータリークラブ 会長エレクト  大竹勇司様
幹事　　　  加藤憲司様

名古屋南ロータリークラブ 会長　　　  奥山清介様

名古屋みなとロータリークラブ 会長　　　  菅  栄様
幹事　　　  木村秀夫様

名古屋東南ロータリークラブ 会長　　　  熊谷多津旺様
幹事　　　  山口直彦様

名古屋中ロータリークラブ 会長　　　  野口昌良様
幹事　　　  白瀧正人様

名古屋瑞穂ロータリークラブ 副会長　　  宇佐美貞夫様
幹事　　　  田口 豊様

名古屋大須ロータリークラブ 副会長　　　杉浦令淑様
幹事　　　  太田 裕様

名古屋栄ロータリークラブ 会長　　　  福本豊彦様
幹事　　　  立松 賢様

名古屋名南ロータリークラブ 会長　　　  川辺清次様
幹事　　　  鈴木清詞様

名古屋名駅ロータリークラブ 会長　　　  大川 宏様
幹事　　　  清水順二様

長久手ロータリークラブ 幹事　　　  寺尾 隆様

米山奨学生 金智淑さん

2005 ー 06年度ロータリー財団奨学生 寺島孝光さん

2007 ー 08年度GSE派遣メンバー 辻 和余さん

2007 ー 08GSE派遣メンバー 杉浦雅子さん

左から、貴乃花親方、副会長 川原弘久、式典実行委員長 岡田守功、
直前ガバナー 江崎柳節、会長 吉田光一

名古屋丸の内RC会員

西名古屋分区



奉仕の理想

18国際ロータリー第2760地区 ガバナー月信  No.2  2008年8月

新会員紹介 7月入会

一宮RC（西尾張分区） 2008年7月10日 入会者

氏  名

職業分類

勤 務 先

役 職

生年月日

井
い

口
ぐち

 正
まさ

幸
ゆき

ホテル業

（株）名鉄犬山ホテル

販売部長

1957年（昭和32年）6月18日

宮
みや

田
た

 智
さと

司
し

婦人服地製造

宮田毛織工業（株）

代表取締役社長

1955年（昭和30年）8月10日

坂
さか

井
い

田
だ

 敏
とし

行
ゆき

食料品製造

（株）フアキ

代表取締役

1953年（昭和28年）8月18日

佐
さ

々
さ

木
き

 久
ひさ

直
なお

婦人服地卸

ササキセルム（株）

代表取締役社長

1962年（昭和37年）3月23日

山
やま

上
うえ

 哲
てつ

司
じ

繊維機械製造

（株）バルダン

代表取締役

1958年（昭和33年）2月8日

稲沢RC（西尾張分区） 2008年7月2日 入会者

三
み

輪
わ

 卓
たか

生
お

建築設計

（株）三輪設計事務所

代表取締役会長

1939年（昭和14年）8月3日

服
はっとり

部 孝
たか

徳
のり

旋盤加工

（有）服部製作所

専務

1963年（昭和38年）10月14日

山
やま

田
だ

 典
のり

永
えい

建築設計

（株）山田設計

代表取締役

1968年（昭和43年）11月23日

鈴
すず

木
き

 隆
りゅう

峰
ほう

柔道整復師

さくら接骨院

代表者

1965年（昭和40年）6月19日

名古屋東南RC（西名古屋分区） 2008年7月2日 入会者

平
ひら

松
まつ

 育
いく

夫
お

金属製品製造

（株）ユーシンテクノ

代表取締役

1948年（昭和23年）11月9日

小
こ

玉
だま

 秀
ひで

男
お

弁理士

快友国際特許事務所

所長

1950年（昭和25年）7月22日

垣
かき

津
つ

 雅
まさ

義
よし

紙・パルプ・化成品・機械販売業

国際紙パルプ商事（株）
名古屋支店

取締役名古屋支店長

1950年（昭和25年）4月23日

竹
たけ

澤
ざわ

 直
なお

美
み

コンピューター開発

（株）POP,eight

代表取締役

1959年（昭和34年）6月24日

野
の

村
むら

 延
のぶ

彦
ひこ

断熱・防音材料販売

野村産業株式会社

営業部長

1961年（昭和36年）9月20日

氏  名

職業分類

勤 務 先

役 職

生年月日

氏  名

職業分類

勤 務 先

役 職

生年月日

氏  名

職業分類

勤 務 先

役 職

生年月日

氏  名

職業分類

勤 務 先

役 職

生年月日

氏  名

職業分類

勤 務 先

役 職

生年月日

荒
あら

尾
お

 元
もと

博
ひろ

内科医

医療法人
荒尾内科・耳鼻咽喉科

理事長

1965年（昭和31年）10月25日

氏  名

職業分類

勤 務 先

役 職

生年月日

氏  名

職業分類

勤 務 先

役 職

生年月日

氏  名

職業分類

勤 務 先

役 職

生年月日

氏  名

職業分類

勤 務 先

役 職

生年月日

氏  名

職業分類

勤 務 先

役 職

生年月日

氏  名

職業分類

勤 務 先

役 職

生年月日

生
なま

井
い

 俊
とし

夫
お

生命保険

明治安田生命保険相互会社
名古屋南支社

支社長

1936年（昭和38年）4月22日

氏  名

職業分類

勤 務 先

役 職

生年月日

氏  名

職業分類

勤 務 先

役 職

生年月日

氏  名

職業分類

勤 務 先

役 職

生年月日

氏  名

職業分類

勤 務 先

役 職

生年月日

名古屋丸の内RC（西名古屋分区）2008年7月3日 再入会

松
まつ

本
もと

 正
まさ

継
つぐ

水道・空調設備管理

（株）松本設備

代表取締役

1948年（昭和23年）4月6日

氏  名

職業分類

勤 務 先

役 職

生年月日

名
な

部
べ

 秀
ひで

樹
き

生命保険

住友生命保険相互会社
愛知東支社

支社長

1955年（昭和30年）12月19日

氏  名

職業分類

勤 務 先

役 職

生年月日

大
おお

林
ばやし

 市
いち

郎
ろう

信用金庫

岡崎信用金庫

常務理事

1949年（昭和24年）6月6日

氏  名

職業分類

勤 務 先

役 職

生年月日

岡崎RC（西三河中分区） 2008年7月2日 入会者
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◆常滑RC（南尾張分区）
清水幸一君

＜仕    事＞

サンデー毎日・国家公務員（年金生活者）

＜ロータリー暦＞

1981年2月  常滑RC 入会

1991～92年　幹 事

1995～96年　国際奉仕委員長

1997～98年　社会奉仕委員長

2000～01年　会 長

ポール・ハリス・フェロー

米山功労者

＜紹介文＞

　2007～08年度 南尾張分区ガバナー補佐を務めた名物会員、清水幸一君

はロータリー歴27年のベテランであるが、遊びなら何でもOKのいつも

ジョークが飛び出すザックバランな気さくな性格である。

　彼のロータリーに対する信条は「肩の力を抜いて楽しむものである。

そして年齢も性格も職業も企業の規模も、ましてや学歴も関係なくすべ

てが平等である」が口癖である。

 　生涯ロータリアンであってほしい会員である。

紹介者　幹事　堀田和男

◆半田南RC（南尾張分区）
私の相棒に感謝　　中井民雄

　2008～2009年度の半田南ロータリーク

ラブの会長を引き受けたのが、2006年の

10月でした。自分の年度まではまだまだ

長いなと思っていましたが、あっという

間に来てしまいました。そんな中で私が

最初に決めなくてはならない人選は、ク

ラブ幹事でした。いろいろと迷いました

が、“中井民雄君”に決めさせていただき 

お伺いしたところ、一口返事で引き受け

て下さいました。私の片腕どころか両腕

となって活躍していただく事となり、心から感謝しています。少し彼の

事を書かせていただきます。

・とにかく勤勉で 誠実 超真面目です。

・物事を キッチリ やり通してくれます。

・何より ロータリーに対する考えや思いがしっかりとしています。

　私はと言うと、全くその反対だと思って頂ければよろしいかと思いま

す。この様な二人で一年間を二人三脚で（殆ど幹事任せですが）ロータ

リー活動に力を注いでいきたいと思いますので、“私の相棒” としてど

うぞ宜しくお付き合いのほどお願いをいたします。

紹介者　会長　石川信行

◆知多RC（南尾張分区）
「ロータリーを楽しもう」　平松 典保君のご紹介

　平松典保君は1987年入会し、WCS活動でタイ国訪問。以来ランプーン

RCを通じて子供達の絵画展を両国で開催、タイ国山岳民俗生徒寮（中野

穂積氏主幹）とは20年以上の交流を続けています。また2008年2月には4

泊7日で愛知万博のフレンドシップ国カタールとの友好交流推進の為、

知多市カタール友好調査団長としてドーハー文化フェステイバルに参

加、日本の伝統文化、知多市の紹介等市民交流の道を広げる活動を精力

的に展開。彼の幅広い活動には会員一同いつも敬服しています。

＜プロフィール＞

知多ロータリークラブ 

平松 典保　1938年（昭和13年）12月13日生 B型

チャーターメンバー

1994～95　幹事

1995～96　幹事

2006～07　会長

1990年8月  米山功労者

2007年4月  べネファクター

紹介者　会長　岩崎征宣

◆一宮RC（西尾張分区）
一宮ロータリークラブ 名物会員　　田中鉄三郎

名前 田中 鉄三郎 92歳

1949年11月　入会　チャーターメンバー

1951～52年    幹事

1963～64年    会長

創立50周年実行委員長

テンサンビル（株）相談役

　田中鉄三郎さんは、経済評論家田中

直毅氏のお父様でもあり、当クラブの

チャーターメンバーというだけでなく、

日本青年会議所の創立に尽力された方で

もあります。そして、なにより昭和八年

に開催された春の甲子園第十回大会に、

キャプテンとして一宮中学（現一宮高校）を率いて出場された方でもあり

ます。選手宣誓もイロハ順ということで一宮中学に当たり、大声を張り

上げて「宣誓！」とやられたそうです。宿泊施設では沢村栄治投手率いる

京都商業と一緒になり、沢村投手はおっちょこちょいで、食事の席でも同

席のみんなを笑わせる人気者だった思い出もお持ちです。また、（試合で

負けても相手チームに敬意を表するために勝利チームの校歌の演奏の際

に我々のベンチ前に整列して敬意を表したのも）一宮中学が最初だそう

です。戦争で多くの友を失い、その頃の仲間も今は私一人ですと寂しげ

ではありますが、一宮中学野球部の思い出は、今も鮮烈に脳裏に残ってい

て、孫に「おじいちゃんは、甲子園に出たんだよ」と思い出を語ってあげて

いらっしゃいます。甲子園は今でも田中さんの中に生きています。

紹介者　幹事　青木俊憲

話題の会員 各クラブから、名物会員、長寿会員、褒章・米寿・各種表彰会員等のご紹介

清水幸一

中井民雄

平松典保

昭和8年甲子園での田中鉄三郎
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◆津島RC（西尾張分区）
“名物会員・山田忠ヱ門君”

生年月日 　： 1920年10月14日（満87歳）

入会年月日 ： 1957年1月18日（入会・満51年）

出席100%　： 満50年達成

職 業   　      ： 山忠本家酒造（株）会長 （職業分類 日本酒製造）

主なR役職   ： 1966年～67年 クラブ幹事

         　　　    1969年～70年 クラブ会長 

          　　　　 2007年11月、地区大会にてロータリー50年在籍表彰

米山功労者：1996年

ポール・ハリス・フェロー：1988年

エピソード：1959（昭和34）年の伊勢湾台風で大水害の時にも、舟で例会

に出席したことは、津島RCの語り草になっています。

　2006年9月29日の第2617回例会にて、ガバナー補佐訪問をお迎えして、

津島RCで50年表彰をしました。

紹介者　雑誌委員長　服部 貴

◆一宮中央RC（西尾張分区）
松前憲典   1931年1月3日生

勤務先:松前歯科医院   院長

＜ロータリー歴＞

1967年　一宮北RC入会

1984～1985年度　一宮北RC会長

1990～1992年度　一宮中央RC初代会長

1995～1996年度　西尾張分区代理

　

　心の若さは、たとえ70歳であろうと、80

歳であろうと希望があるかぎり、好奇心、

探究心があるかぎり、またチャレンジ精

神があるかぎり失うわれることはありません。

サムエル・ウルマン詩

　　歳を重ねただけで、人は老けない。

　　　 夢を失ったとき、はじめて老いる！

　戦後の日本人に勇気と希望を与え、高度経済成長の原動力にもなった

サムエル・ウルマンの名詩です。

　　　“希望”をもって、青春の心をもって生きることであります！！

　松前憲典君は心の若さを失うことなく、ロータリー精神を心より愛

し、実践し続けているロータリアンです。

◆犬山RC（東尾張分区）
松山邦夫
　松山邦夫さんは、犬山ロータリークラブ創立時のチャーターメンバー

で、初代副幹事、10周年記念実行委員長、第11代会長を歴任され、犬山RCの

歴史と伝統を築き上げられた会員です。その精神は厳粛の中にも親しみの

ある例会、100パーセントの出席率として、今も脈々と継承されています。

　多くの事業を企画、実践されましたが、特に青少年の健全育成では、台湾草屯童

子軍（BS、GS）との交流事業を推進され、今年度23回目を迎えるまでになりました。

　また、地域社会では、犬山商工会会長、犬山市長等を歴任され、地域の

リーダーとして奉任活動に専念され平成10年に勲四等瑞宝章を受章さ

れ、昭和58年3月13日に中国襄樊市（ジョウハン市）友好都市連携、名誉市

民になられるなど、犬山ロータリークラ

ブの誇りであります。

　上記のように犬山ロータリークラブよ

り松山邦夫さんを紹介いたします。

 松山邦夫 様 1928年（昭和3年）4月3日生

 創立:入会 1961年（昭和36年）8月8日

紹介者　次年度　雑誌委員長　近藤斉宏

◆岩倉RC（東尾張分区）
有本裕子

2007年2月6日入会

内科医

07～08年度　クラブ職表奉仕委員

　　　　　　クラブ会報委員

　　　　　　クラブ広報雑誌委員

　岩倉ロータリではただ一人の女性会員

とのことで、いろいろな面で気を遣って

頂き恐縮することも多々です。最近ジェ

ンダーフリーだの男女共同参画だのと賑

やかですが、やはり男女の特性は否定できないものがあり、お互いに思

いやりを持って協力できれば何も議論することはないのにと思ってい

ます。が、我々の世代では平等な家事分担はまれで、リタイア前にいかに

協力してもらえる体制にするかが我が家においても目下の課題です。

 クラブ会報委員長・広報雑誌委員長

◆名古屋城北RC（東尾張分区）
宮嶋賢一

＜職種＞　電気工事業 ミヤジマ電気工事株式会社 代表取締役会長

＜ロータリー歴＞

1991.8 入会

1994～95　親睦委員長

1995～96　記録保存委員長

1996～98　米山将学会委員長

1998～99　国際奉仕副委員長

1999～2000　副幹事

2000～01　幹事

2001～02　会員増強委員長

山田忠ヱ門君をはさんで、西尾張分区ガバナー補佐・山内登君（左）
と、津島ロータリークラブ会長・服部武君（右）

松前憲典

松山邦夫

有本裕子

話題の会員
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2002～03　国際奉仕委員長,環境保全・万博委員

2003～04　会長エレクト,クラブ奉仕副委員長,万博副委員長

2004～05　会長

2005～06　直前会長,ロータリー情報委員長

2006～07　米山将学会委員長,会員増強・会員選考・職業分類委員長

2007～08　クラブ奉仕・プログラム委員,職業奉仕委員,監査副委員長

＜現在の職務＞

日本電気工事工業組合連合会 副会長

中部電気工事業組合連合会 会長

愛知県電気工事業工業組合 理事長

愛知県名古屋電気工事協力会 会長

中部電気工業厚生年金基金 理事長

　当会会員の宮嶋賢一君は、業界への様々な責務を持つ業界功労と致

しまして、

平成14年4月　　黄綬褒章,平成19年4月　　旭日双光章

を受賞いたしました。その時の様子を次のように振り返っていただきました。

　「平成14年4月の黄綬褒章受賞式のときは、何もかもが初めてのことば

かりで緊張の連続でした。受章式は経済産業省にて行い、その後天皇陛

下との拝謁式のため皇居へ。坂下門より入り、「春秋の間」にて拝謁式を

行って、乾門から退出しました。

　平成19年4月の旭日双光章受章の折は、その5年前の褒章受賞経験を生

かし、東京での段取りはスムーズに進みました。このときは業界代表者

として受章いたしました。黄綬褒章、旭日双光章ともに、私の人生の最大

の名誉であります。これも偏に私の永い人生の中で様々な方に支えら

れ、ご指導いただきましたおかげと感謝しております。これからも精進

してまいりたいと思っております。」

　当会自慢の会員、宮嶋賢一君をご紹介いたしました！

紹介者　会長　堀田  徹

◆名古屋西RC（西名古屋分区）
上地宏保君が旭日小綬章を受章！

　平成20年4月29日に 木材産業の振興に

寄与された功績により上地宏保君が旭日

小綬章を受章されました。

　平成11年9月29日には紺綬褒章、平成13

年11月3日には黄綬褒章を受章されるな

ど数々の章や感謝状を受けられています

が 今回の受章は一段と栄えある事と思

います。

　昭和60年に 上地木材株式会社の社長

に就任以来、社長として企業の経営に手

腕を発揮されたことは勿論ですが、名古屋木材組合の組合長、愛知県木

材組合連合会の会長、中部納材協同組合の理事長、愛知県木材利用推進

協議会の会長など数々の業界団体の要職を歴任されて木材産業の振興

に大きく寄与されています。

　また、上地君は1982年に名古屋西ロータリークラブに入会され ご父君

武氏との親子会員であり、S.A.A・国際奉仕委員長・青少年活動委員長・

国際奉仕委員長など ロータリー活動にも熱心に活躍されているロータ

リアンです。

　今回の受章は 名古屋西ロータリークラブとしても名誉なことと思って

おります。

紹介者　藤本博之

◆名古屋東南RC（西名古屋分区）
浅野豊彦 氏
　故永田元吉氏、故佐藤哲三氏、故下郷弥太郎氏、故熊谷勝平氏らと共に

名古屋東南ロータリークラブの設立に尽力された、当クラブ唯一の現役

チャーターメンバーです。入会時の年齢は36歳でした。1974～1975年度

幹事、1992～1993年度会長をお勤めになり、子クラブ名古屋名南ロータ

リークラブ設立にもご活躍されました。 現在、名誉会員として後身の教

育をしていただいております。 

名古屋市緑区在住。 昭和8年12月17日生まれ。

（株）秋田屋 取締役相談役 ご夫人:きく様

入会 S44.3.12 

2007-08年度より 名誉会員

紹介者　会長　熊谷多津旺

◆名古屋中RC（西名古屋分区）
長寿メンバーの紹介　　谷口次郎氏
　名古屋中ロータリークラブが39年前の1969年10月6日創立しました。

　創立時のメンバーのひとりである数少ない現役メンバー谷口次郎（大

正元年12月2日生）君の紹介をさせて頂きます。

　今年の誕生日で96才を迎え、名古屋中ロータリークラブ138名中の長

寿メンバーです。

　通常例会も毎回出席され、趣味の会「ゴルフクラブ」では2～3年前まで

はカートを使わず孫程離れたメンバーと一緒にプレーされるとても元

気な谷口次郎君です。

紹介者　雑誌委員長　 金森伸夫

上地宏保

1995年3月9日片山主水現ガバナーと浅野豊彦名誉会員
(名古屋東南RC合同委員会にて)

話題の会員

2006.9.21 浩養園 ゴルフ会ビールパーティ　前ゴルフ会会長（左）
と共に谷口次郎 氏
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◆名古屋丸の内RC（西名古屋分区）
岡田 守功 氏

2003～04年度　西名古屋分区ガバナー補佐

医療法人 幸会 理事長

＜職業分類＞　整形外科医

＜ロータリー歴＞

1995年3月　名古屋西南（丸の内）RC

　　　　    チャーターメンバーとして入会

1999年7月　会長 理事

2001年7月　S.A.A. 役員

2003年7月　西名古屋分区ガバナー補佐 理事

2007年7月　S.A.A. 役員

1996年　ポールハリスフェロー

1998年　米山功労法人

　RI1780地区（フランス、ローヌ・アルプ、

モンブラン地方）へ2008年4月12日より約

一ヶ月間、研究グループ交換（GSE）派遣

チームリーダーとして参加、医師として

活躍されている中、忙しい時間をさいて

次の世代を担う若者の為に同行されまし

た。メンバーは4名、社会人として地区プ

ロジェクトの中で産業・教育・ワイン製

造・バイオ研究など盛んな所に訪れて、

地域の皆さんと文化について交流や親睦

を交えながら、国際情報、友好の向上を図り意欲を持って活動すること

が目的との事です。岡田氏自身、学生時代にフランスへ留学経験もあり、

彼にしか出来ない調査分析を常に把握しながら、経験を元に誰よりも理

解を深めて国際連携をうまく実施するでしょう。今、毎日の生活が青春

時代の思いを胸に、日々素敵な時を過ごされているのでしょうか。     

紹介者　成田勝彦

◆名古屋和合RC（東名古屋分区）
安井 信之（やすい のぶゆき）

 1989年1月25日 入会

 1994～95年度　会長

 2000～01年度　地区大会実行委員長

（株）ジィ・アンド・ジィ 代表取締役

職業分類：経営コンサルタント

夏目 稔（なつめ みのる）

 1976年9月9日 入会

 1999～2000年度　幹事

 2003～03年度　副会長

 2006～07年度　創立35周年実行委員会副委員長

（株）レッツ 代表取締役

職業分類：スポーツジム

槇野 智之 （まきの さとし）

 2005年10月19日 入会

マキノチェーン（株） 代表取締役

職業分類：不動産賃貸業

紹介者　会長　 谷 喜久郎

◆名古屋千種RC（東名古屋分区）
会 員  鈴木理之

1988年7月12日 入会 

＜ロータリー歴＞ 

1993年　職業奉仕委員長

1997年　幹事

2000年　クラブ奉仕委員長

2002年　 副会長

2003年　会長エレクト

2004年　会長

2008年　創立25周年実行委員長

能楽小鼓製作修理技術者

春の叙勲 旭日双光章（平成19年4月）

　明治中期から小鼓を作る家に生れ、自らも製作に携わり、日本の伝統

芸能を支え半世紀。十歳で小鼓の打ち方を習い始め、二十歳頃周囲より

能楽師になることを勧められ家業を継ぐか迷っている時友人からの葉

書に「一筋に咲き続ける花、陽当る」と書かれ、二股人生は良くないぞと

の助言と受取り、鼓職人となった。平成7年文化財保存技術保持者に認定

され、今回の栄誉に浴することが出来たと語られています。

紹介者　幹事　萩原喜代子

◆名古屋昭和RC（東名古屋分区）
杉田 等さんを紹介します

　杉田さんは当クラブ創立からの会員であり、以来15年間100%出席を継

続中です。当クラブの新世代委員長として、当地区のインター、ローター

アクトの創設に尽力され、会長も務められました。職業は税理士であり、

名古屋税理士会副会長、名古屋税理士

政治連盟会長を務めるなど幅広い活

動をされ、平成15年には黄綬褒章を授

与されました。趣味は、飲み屋に専用

の歌メニューを持つカラオケ好きと、

再度ホールインワンを狙うゴルフの2

本立て。公式ファンクラブ会員でもあ

る超ドラキチです。

紹介者　幹事　高柳 元

話題の会員

槇野智之

安井信之

夏目  稔

鈴木理之

杉田  等

岡田守功
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◆名古屋東山RC（東名古屋分区）
濱田 康喜（はまだ やすき）

＜事業所＞

今池中日ビルディング（株） 

＜役職＞　代表取締役社長

＜ロータリー歴＞

1996年9月　 名古屋東山RC入会

　　　　 　（チャーターメンバー）

2002～03年度　会長

ロータリー財団／べネファクター

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

　　　　　　　　　　　　　 米山／第3回米山功労者

＜紹介文＞

藍綬褒章受賞

　「多年、飲食業関係団体の要職にあり衛

生思想の普及と施設の改善に寄与した。ま

ことに公衆の利益を興し成績著明である」

として、平成14年11月3日に藍綬褒章を受賞

し、その善行を表彰されました。

　クラブ内の活動としては、2002～03年に

は会長を務め、ロータリー財団や米山奨学

会等への寄付も積極的におこなうなど、その大らか且つ謙虚な人柄によ

り会員から大きな信頼を得ています。

紹介者　幹事　金田英和

◆豊橋RC（東三河分区）
 豊橋RCの最長老 花田利雄会員を紹介します。

　御歳90才、現在もほとんどの例会に出席され、元気な姿を見せてくれ

ます。本年度会長の花田邦司さんのお父様でもあります。

　今から2年前、例会で米寿の誕生祝いを

受けられた折の挨拶がとても印象に残っ

ています。

　「私は50有余年間ロータリーの皆様

にお世話になりました。これからも、私

は私の信じるところを経営に活かして

いきたい。」

　いつまでもお元気でと会員一同願っ

ています。

＜氏名＞　　　花田利雄（はなだ としお）

＜生年月日＞　1918年（大正7年）3月30日生

＜職業分類＞　建設設計(株)花田工務店   代表取締役会長

＜連絡先＞　　〒440-0815豊橋市中世古町121

　　　　　　　TEL(0532)53-2161

＜ロータリー略歴＞

1952.12.25　豊橋RC入会

1959～60　幹事

1960～61　副幹事

1961～62　広報委員長

1964～65　職業分類委員長

1965～66　副会長

1967～68　ロータリー情報委員長

1969～70　会員選考委員長

1971～72　会長

1973～74　ロータリー情報委員長

1977～78　米山記念奨学委員長

1978～79　東三河分区 分区代理

1982～83　会員選考委員長

1990～91　会員選考委員長

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー、米山功労者

紹介者　幹事　高須博久

◆田原RC（東三河分区）
田原RC  丸山 茂男会員の紹介 

生年月日   1924年（大正13年）6月14日  （83歳）

＜ロータリー歴＞ 

・ 入 会   　 1969年3月11日

・ 役職歴   1976年～77年  幹事

　　　　 1985年～86年  会長 

＜職業分類＞　電化製品販売

丸山電子株式会社  取締役社長 

＜社会奉仕活動歴＞

旧田原町子ども会連絡協議会会長

15年間就任 　その他

 

　丸山茂男会員は、入会以来38年間連続皆出席を続け、田原クラブでは

第1位で現在も進行中です。

　昭和57年クラブ会報委員長の時、週報を日本語タイプライタで作成

し、苦労の連続。

　当時東芝のワープロの価格が630万円、富士通が250万円、現在からは

考えられない超高値でしたが、週報作成のために、富士通ワープロ、製本

機、用紙裁断機も同時購入されたそうです。

話題の会員

濱田康喜

「濱田康喜君の藍綬褒章を祝う会」

花田利雄

丸山茂男
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　現在も田原クラブの週報、クラブ計画書、クラブ報告書等の作成を担

当しています。

紹介者　会長　三浦忠志

◆豊川宝飯RC（東三河分区）
岩瀬 保 （大正11.6.1生）

＜職業＞（有）岩瀬ばら園 取締役会長

＜職業分類＞花き栽培

＜ロータリー歴＞

1974.8.28.　 豊川RC入会

1985.12.24.　豊川宝飯RC創立会員

　　　　　　（移籍会員）

1986～1987　豊川宝飯RC第2代会長

　我がクラブの岩瀬保会員は、創立会員

で、第2代会長をお勤め頂いた、当クラブ最

年長の86歳の会員です。創立会員でパスト会長なので、当クラブのご意見

番としてクラブ運営のサポートして頂いています。ここまでは普通の長

老会員なのですが、とても86歳とは思えないほど元気な方です。当クラブ

のゴルフコンペに参加されれば、軽く200ヤードを飛ばし、歩く姿はとて

も86歳とは思えません。早朝ゴルフの打ちっぱなし練習に加え、週1回の

テニス、週1回の卓球とパワフル元気なロータリアンです。

　ご家族は、同じロータリアンの息子夫妻、孫夫妻、最近生まれたひ孫さ

んと幸せな毎日を送られています。毎週の例会に来られると、みんなが同

じテーブルに座って話がしたいと思う、そんなクラブの大切な存在です。

紹介者　幹事　夏目雅康

◆豊橋ゴールデンRC（東三河分区）
渡辺久祐会員をご紹介させて頂きます。

　1988年チャーターメンバーとして入会

致しまして在籍19年になります。職業は

製綿製造会社の代表取締役を勤められて

おります。昨年は当クラブの会長として、

「善意と思いやりが生きる素直な交流」を

クラブテーマとされ、例会場に和みと癒

しを与えようと努められました。日頃は

生真面目な渡辺会員ですが、会長スピー

チの折には、手品をやったり皿回しを

やったり、時には浪花節をやったりして、

例会場の雰囲気を大変良い方向に運んで下さいました。お陰様で本年度

のクラブ運営は出席率も高くなり感謝しております。

紹介者　会長　外山和夫

◆豊橋東RC（東三河分区）
西 義雄 会員

株式会社ニシ 代表取締役会長

＜ロータリー歴＞

1977年 豊橋南ロータリークラブ入会

1980年 職業奉仕委員長

1991年 社会奉仕委員長

1996年 豊橋東ロータリークラブへ移籍

1997年 クラブ会長

ポール・ハリス・フェロー

米山功労者（マルチプル）

　1937年生まれの西義雄会員を紹介致し

ます。小学校PTA会長から始まり、ボーイ

スカウト団長、育成会長、日本赤十字社代

議員、豊橋社会福祉協議会及び豊橋善意銀

行副会長、豊橋警察署生活安全防犯連絡協

議会会長等を歴任し、一昨年までは5年の

長きに亘り、豊橋市全体の総代会会長を務めました。　当クラブの創立

の精神「青少年の健全育成を通し、社会に貢献する」この思いを今なお抱き

続け、多数の公職を通して社会に多大な寄与をしております。

◆豊田東RC（西三河中分区）
中根 茂（ナカネ シゲル）

＜生年月日＞ 1940年（昭和15年）11月18日

＜職業分類＞ 空調設備

＜仕事・役職＞ （株）中根鉄工 代表取締役

＜ロータリー歴＞

1983年3月2日 豊田東ロータリークラブ入会

1988年～1989年　国際奉仕委員長

1993年～1994年　親睦活動委員長

1996年～1997年　幹事 

2000年～2001年　副会長

2001年～2002年　クラブ奉仕委員長

2003年～2004年　会長

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー、第3回 米山功労者 （マルチプル）

マジシャン

　「ワタシ、チュン・コンモ、アルネ。タネモ、シカケモナ～イ。」サングラ

スに怪しげな言葉を話すマジシャン、チュン・コンモ（写真）、その実態

はロータリー暦25年、そして2003～04年度豊田東ロータリークラブ会長、

我がクラブを代表する有名人中根茂（チュンコンモ）君であります。マジ

シャンとしての力量は、何度見ても飽きない、何度見ても不思議、何度見

ても笑えるもので千円札が一万円札に変わる演技はぜひ教わりたいも

のです。地域の敬老

会などの諸行事をは

じめ中学校・ロータ

リークラブや経済諸

団体など多方面から

マジック依頼が舞い

込みますが、その卓

越した技と話術を駆

使して人々に幸せを

提供する奉仕の実践

を笑顔で行っておら

れます。

 　「 趣味とボラン

ティアで始めたマ

ジックですが、お客

さんの、反応と笑い

がたまらなく嬉しく

話題の会員

岩瀬  保

渡辺久祐

西  義雄

2008年4月19日名古屋東急ホテル 20周年記念
パーティでの中根  茂
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てやめられません。お声がかかれば何処へでも参上いたします。」　

チュン・コンモ談

紹介者　米本益栄

◆豊田三好RC（西三河中分区）
堀川 泰

＜ロータリー歴＞

1990年5月入会 チャーターメンバー

1992～1993　幹事

1993～1994　幹事

1996～1997　幹事

1999～2000　地区インターアクト委員

2005～2006 　会長

＜職業＞

東亜塗装株式会社 常務取締役

＜紹介文＞

　大変凝り性でなにごとも詳しく知りた

がる性格で、わがクラブにおいて、ロータリー情報に詳しい会員の一人

であります。

　仕事においても、探究心旺盛で仕事に必要な資格を多く持ち2005

年の秋の叙勲においてお役人9割授与の中、民間より瑞宝単光賞を

授与されました。当時、年齢が59歳と若すぎるとの、クレームがつ

くほどの年齢で、当時はロータリーの会長も引き受けており、2重

に名誉なことでしたと言っております。

◆豊田中RC（西三河中分区）
夫婦共通の話題から　　加藤照夫

　僕の趣味の一環で乗馬があります。知れば知る程難しく感じているの

が乗馬です。何故ならば動物相手のスポーツだからでしょう同じ馬で調

子良く乗れたからと言っても次回には落馬と言う事も多々あります。人

参が好きなので与えるがそれはそれ、走りには何も気心もない、でもそ

こが僕の好きな処でもある。

　時には調子良く風を切って走れた日には十分な満足感は間違いない、

そんな時は妻も負けずと自慢しています。何よりもアニマルセラピーで

癒されている今日この頃です。

クラブ米山奨学会委員長

◆高浜RC（西三河分区）
われらのマドンナ会長いよいよ登場　　中村さと子

　タイトルをご覧の方は突差に「ま、どん

な？」と期待に胸をふくらましてくださる

に違いありません。

　入会は平成7年2月7日「医療法人エヌ

アール港デンタルクリニック理事長」いか

めしい肩書きだけれど愛嬌と知性美、才色

兼備、明眸皓歯のつまりやさしい歯医者さ

んである。この歯医者さん仕事は忙しい

はずなのにロータリークラブでもものす

ごい活動家で本の好きな仲間を集め読書

クラブを立ち上げ、そうかと思うと絵を描くのが好きな人を募ってたち

どころにお絵描きクラブを作ってリーダーに納まり八面六臂の大活躍、

才覚だけでなく持って生まれた「徳」の然らしめるところなのだろう。

　新年度はわが高浜クラブも40周年を迎える節目の年です。この間、4人

の女性会員をお迎えしましたが、40周年、40代目の会長に就任するのが

ご紹介の「中村さと子」さんその人であります。“中村年度”の第一例会は、

これまた縁起よく7月1日です。クラブの点鐘が女性の手に依って鳴らさ

れるのは当クラブの歴史始まって以来のことであります。さて、どんな

音がするか乞御期待！

　そして女性会長の年度には大発展を遂げるという新しい前例が生ま

れるかも？

◆知立RC（西三河分区）
深谷藤一（ふかや とういち） 会員

＜ロータリー歴＞  1966.12.12　　　 刈谷ロータリークラブ入会

         　　　　　　1974～1975年度　刈谷ロータリークラブ第21代会長

         　　　　　　1991.1.1　　　　 知立ロータリークラブへ移籍

         　　　　　　ポール・ハリス・フェロー

＜仕事・役職＞      医療法人 富士病院 会長

　深谷藤一会員は、大正3年6月10日生まれで、今年93才の現役ロータリア

ンです。知立クラブ創立時に刈谷クラブより移籍していただいたロータ

リー歴42年の元気な方です。ロータリークラブの会員であることの意識

に関しては大変厳しい先輩会員であられ、我々若手に対して多くの叱咤

激励をしていただいております。ここ2、3年は体調の都合もあり、例会欠

席をされることが多いのですが、出席される時は大変楽しそうにしてお

いでで、我々を勇気づけていただいております。

紹介者　会員　磯貝一己

話題の会員

堀川  泰

乗馬が趣味の加藤照夫

中村さと子

深谷藤一
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ボ
ケ
ロ
ク
で
は
な
く
ボ
ウ
モ
ウ
ロ
ク
と
読
む
。
耄
碌
を
防
ぐ
ボ

ケ
の
備
忘
帳
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
一
行
一
セ
ン
チ
余
の
縱
罫
の

厚
さ
二
セ
ン
チ
ば
か
り
で
教
科
書
大
の
和
綴
じ
の
厚
表
紙
の
主

と
し
て
仕
事
用
の
も
の
で
あ
る
が
、思
い
つ
い
た
こ
と
は
な
ん
で

も
書
き
込
む
机
上
用
で
あ
る
。
昭
和
四
九
年
が
始
ま
り
、今
で
は

全
部
で
二
十
冊
ば
か
り
で
あ
る
。
今
見
る
と
、そ
の
表
題
に
は
色
々
苦
労
し
た
跡
が
見
て
取

れ
る
。
無
題
や
単
に
備
忘
録
と
記
載
さ
れ
た
も
の
に
混
じ
っ
て
、「
忘
れ
誌
」（
誌
に
濁
点
が

振
っ
て
あ
る
）「
忘
れ
が
た
記
」「
聴
月
」「
御お

ち

ょ

ん

ぼ

稚
音
簿
」な
ど
と
面
白
い
の
が
あ
る
。
お
終
い
の

方
は
歳
相
応
に
全
部
「
防
毛
録
」
に
定
着
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
買
い
溜
め
の
和
綴
じ
本

は
あ
と
一
冊
だ
け
。
そ
れ
が
満
杯
に
な
っ
た
ら
、本
当
に
我
が
一
巻
の
終
り
の
時
で
あ
る
。

　

も
う
一
冊
、訟
廷
日
誌
と
い
う
B
六
版
ほ
ど
の
厚
さ
一
セ
ン
チ
位
の
大
振
り
の
手
帳
を
肌

身
離
さ
ず
重
用
し
て
い
る
。
こ
れ
も
弁
護
士
登
録
を
し
た
昭
和
四
三
年
版
か
ら
一
年
も
欠

か
ず
書
棚
の
奥
の
方
に
並
べ
て
あ
る
。

　

五
九
年
版
か
ら
後
の
手
帳
の
最
初
と
最
後
の
数
頁
ず
つ
は
、参
照
す
べ
き
事
項
が
び
っ
し

り
と
書
か
れ
た
用
紙
が
糊
で
張
り
付
け
て
あ
る
。
年
々
張
り
付
け
る
ペ
ー
ジ
が
多
く
な
っ

て
、今
年
度
版
に
は
愛
知
県
弁
護
士
会
歴
代
役
員
表 

歴
代
ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
幹
事
・
ガ
バ

ナ
ー
補
佐（
分
区
代
理
）一
覧 

地
区
役
員
及
び
委
員
会
構
成 

歴
代
ガ
バ
ナ
ー
・
ク
ラ
ブ
会
長
・

幹
事
等
一
覧
表 

名
古
屋
東
南
R
C
定
款 

同
細
則 

理
事
会
及
び
構
成
表 

年
度
例
会
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
弁
護
士
会
、ロ
ー
タ
リ
ー
の
も
の
は
便
宜
の
た
め
、天
皇
系
図 

名
古
屋
城
図 

尾
張

藩
家
臣
表 

大
名
表 

般
若
心
経 

正
信
偈 

漢
詩
集 

世
界
指
揮
者
集 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
集 

な
ど

は
少
し
で
も
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
仲
間
に
入
れ
る
よ
う
教
養
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
暗
記
用
。

珍
重
す
べ
き
は
細
字
の
よ
ろ
ず
集
。
参
考
ま
で
に
一
覧
に
供
す
。

地
区
報
『
奉
仕
の
理
想
』投
稿
の
お
願
い

募
集
内
容

ガ
バ
ナ
ー

1  

提
言
、苦
情
、話
題
、問
答
、意
見 

な
ど

2  

ロ
ー
タ
リ
ー
文
芸

  　
（
1
）随
筆

  　
（
2
）俳
句
・
短
歌
・
川
柳 

ほ
か

  　
（
3
）善
語
座
右
・
四
字
熟
語
〈
座
右
の
銘
・
天
声
人
語
的
な
文
・
モ
ッ
ト
ー
な
ど 

〉  

3  

ロ
ー
タ
リ
ー
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
も
の

4  

同
好
会
、趣
味
の
会 

な
ど

5  

ク
ラ
ブ
の
催
し 

な
ど

6  

ク
ラ
ブ
の
奉
仕
活
動 

な
ど

● 
原
稿
量 

…
… 

概
ね
4
0
0
字
程
度
以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。

● 
宛　

先 

…
… 

ガ
バ
ナ
ー
事
務
所
、『
奉
仕
の
理
想
』編
集
室
宛 

左
記
参
照

● 

形　

態 
…
… 

E
メ
ー
ル governor08-09@

rotary2760.org 

● 

締　

切 
…
… 

発
刊
の
2
ヶ
月
前
を
締
め
切
り
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
例 

10
月
号
の
締
め
切
り
…
8
月
末
）

「

防
毛
録
」

8
月
号

1
9
9
5
年
11
月
14
日 

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
後
の
挨
拶
に
て
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●
名
古
屋
北
R
C（
東
名
古
屋
分
区
）

　

梅
雨
夕
焼
比
良
の
山
々
茜
色 

浦
野 

三
善

　

雨
上
り
泰
山
木
の
白
さ
映
ゆ 

加
藤 

櫻
庵

　

鮎
の
香
に
杯
を
重
ね
し
山
の
宿 

鈴
木 

堂
司

　

早
苗
田
に
柔
ら
か
き
雨
降
り
続
く 

前
崎 

緑
水

　

静
か
な
る
雨
六
月
の
青
畳 

山
口 

兼
市

　

畦
道
を
風
に
吹
か
れ
て
田
植
歌 

渡
邊 

嘉
昭

●
小
牧
R
C（
東
尾
張
分
区
）

　

年
度
末 

会
長
ニ
コ
ニ
コ 

エ
レ
ク
ト
カ
チ
カ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

例
年
の
風
物
詩
の
様
に
、年
度
末
に
な
る
と
会
長
の
表
情
と
、会
長
エ
レ
ク
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
情
は
対
照
的
で
あ
り
ま
す
。

　

年
度
末 

い
く
ら
残
る
か 

繰
越
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
年
度
会
長
・
幹
事
・
会
計
は
、繰
越
金
が
い
く
ら
残
る
の
か
大
変
気
に
な
り
ま
す
。

 

幹
事　

鈴
木 

文
勝

●
愛
知
長
久
手
R
C（
東
尾
張
分
区
）

　

古
希
過
ぎ
て
時
の
流
れ
が
加
速
す
る

　

空
白
を
古
希
と
い
う
字
が
埋
め
て
い
る

　

出
不
精
も
好
き
な
こ
と
に
は
軽
い
腰

 

吉
田 

一
子

●
豊
田
三
好
R
C（
西
三
河
中
分
区
）

　

宝
ク
ジ 

無
駄
な
夢
見
ず 

財
団
へ 

会
長　

永
井 

光
彦

ウ
イ
ー
ク
に
津
和
野
町
へ
家
族
で
行
っ
た
時

に
撮
っ
た
も
の
で
す
。
津
和
野
は
津
和
野
川

に
沿
っ
て
細
長
く
ひ
ら
け
た
山
峡
の
城
下
町

で
す
。
鎌
倉
期
の
築
城
以
来
明
治
維
新
ま
で

続
い
た
森
鴎
外
、西
周（
に
し
あ
ま
ね
）
の
ふ

る
里
で
、藩
政
の
史
跡
が
そ
の
ま
ま
保
存
さ

れ
て
い
る
美
し
い
町
で
す
。
掘
割
に
は
鯉
が

泳
い
で
お
り
、赤
い
石
州
瓦
の
街
並
み
は
山

陰
の
小
京
都
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
2
基
は
毎
年
7
月

20
・
27
日
に
弥
栄
神
社
の
神
事
で
行
わ
れ
る

国
の
重
要
無
形
文
化
財
の
「
鷺
舞
」
で
す
。

雌
雄
の
鷺
に
扮
し
た
舞
人
を
中
心
に
演
ず
る

舞
で
赤
い
細
袴
を
穿
き
、そ
れ
以
外
は
全
身

白
ず
く
め
の
衣
装
で
優
雅
に
舞
う
姿
は
歴
史

の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
も
と
も
と
は
京

都
の
祇
園
祭
で
舞
わ
れ
て
い
た
も
の
で
し
た

が
、京
都
で
は
一
時
途
絶
え
て
し
ま
い
こ
こ

津
和
野
で
の
み
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
中

央
の
子
供
二
人
の
舞
は
地
元
に
古
く
か
ら
伝

わ
る
長
福
千
原
神
楽
で
伝
統
芸
能
を
大
切
に

す
る
土
地
柄
の
よ
う
で
す
。

岩
月 

鋹
廣

●
三
河
安
城
R
C（
西
三
河
分
区
）

　

我
が
家
の
憲
法
『
七
ヶ
条
』　

　

我
が
家
の
一
日
は
、夫
婦
も
親
子
も
「
お

は
よ
う
」
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
る
。
2
階
に

上
が
る
と
き
、階
段
の
踊
り
場
か
ら
上
を
見

上
げ
る
と
、必
ず
目
に
留
ま
る
額
が
現
わ
れ

る
。
我
が
家
の
憲
法
『
7
カ
条
』
で
あ
る
。

「
1
条
．あ
い
さ
つ
、2
条
．返
事
、3
条
．後
片

付
け
、4
条
．自
分
の
こ
と
は
自
分
で
や
る
、

5
条
．協
力
し
合
う
、6
条
．読
書
、7
条
．毎

日
一
つ
ず
つ
積
み
上
げ
て
い
く
」
と
。
毎
月

お
小
遣
い
を
渡
す
時
、子
ど
も
た
ち
は
こ
の

憲
法
を
暗
証
す
る
。
憲
法
の
第
1
条
が
あ
い

さ
つ
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
は
、大
き
な
意
味

が
あ
る
。
挨
拶（
あ
い
さ
つ
）
の
挨
は
開
く
、

拶
は
迫
る
。
つ
ま
り
、あ
い
さ
つ
と
は
、心
を

開
い
て
相
手
に
迫
る
こ
と
を
い
う
。
日
本
人

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
不
得
手
で
、そ
の
風

土
の
中
で
育
っ
た
夫
婦
に
「
お
は
よ
う
」
の

あ
い
さ
つ
が
な
い
こ
と
に
時
々
驚
く
。
本

来
夫
婦
は
他
人
、家
族
は
そ
れ
ぞ
れ
人
格
を

持
っ
た
異
文
化
の
集
合
体
。
子
ど
も
た
ち

が
、そ
の
時
、そ
の
場
所
で
、そ
の
相
手
に
最

も
相
応
し
い
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
、私
の
親
と
し
て
の
務
め
は
、半
分

終
わ
る
と
思
っ
て
い
る
。　司

法
書
士　

矢
田 

良
一

俳
句

川
柳
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●
名
古
屋
中
R
C（
西
名
古
屋
分
区
）

　

ロ
ー
タ
リ
ー
雑
感

　

ロ
ー
タ
リ
ー
に
入
会
す
る
動
機
、思
惑
は
大

き
く
分
け
て
奉
仕
活
動
、友
人
を
作
る
、信
用
、

ス
テ
ー
タ
ス
等
々
社
会
に
参
加
す
る
掛
け
橋
、

自
分
の
仕
事
へ
の
繋
が
り
、人
そ
れ
ぞ
れ
で

し
ょ
う
。
し
か
し
そ
れ
等
の
動
機
、思
惑
が
思

い
通
り
に
行
か
な
い
方
も
多
く
い
ま
す
。
そ

れ
等
を
解
決
す
る
決
め
手
は
ク
ラ
ブ
の
行
事

に
積
極
的
に
参
加
す
る
事
で
し
ょ
う
。

　

動
機
が
な
ん
で
あ
れ
、そ
れ
等
に
近
づ
く

道
は
や
は
り
会
員
と
の
親
睦
を
深
め
る
事
が

肝
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
親
睦
が
深
ま

る
に
つ
れ
入
会
の
動
機
、思
惑
以
外
の
新
た

な
魅
力
を
発
見
す
る
人
も
多
く
い
ま
す
。
と

は
云
っ
て
も
私
が
二
十
五
年
前
に
入
会
し
た

当
時
、一
業
種
一
人
、厳
格
な
テ
リ
ト
リ
ー
制

が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
全
く
の
有
名
無
実

で
あ
り
ま
す
。
拡
大
も
ロ
ー
タ
リ
ー
の
大
き

な
使
命
で
あ
る
以
上
、や
む
得
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、新
し
い
人
が
入
会
し
易
く
、現

会
員
に
と
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
の
魅
力
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
入
会
し
易
く
、

退
会
し
易
く
拡
大
を
続
け
る
方
向
に
進
ん
で

い
る
様
に
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
ロ
ー
タ

リ
ー
に
魅
力
を
各
々
が
自
分
な
り
に
発
見
し

て
行
く
に
は
そ
れ
な
り
の
自
助
努
力
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
中
R
C
で
も
年
齢

差
が
五
十
才
程
あ
り
ま
す
。
こ
れ
等
の
中
で

一
人
で
も
多
く
の
人
と
親
し
く
な
り
、楽
し

む
に
は
、こ
の
中
に
居
れ
ば
自
然
発
生
的
に

親
し
い
人
が
沢
山
出
来
る
と
い
う
事
を
待
っ

て
い
る
だ
け
で
は
中
々
う
ま
く
行
き
ま
せ

ん
。
幸
い
に
も
中
R
C
に
は
多
く
の
趣
味
の

会
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
盛
り
沢
山
の

企
画
も
あ
り
退
屈
す
る
間
も
そ
の
気
に
な
れ

ば
あ
り
ま
せ
ん
。
是
非
各
種
行
事
に
積
極
的

に
参
加
し
絶
え
ず
新
し
い
ロ
ー
タ
リ
ー
の
魅

力
の
再
発
見
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

会
長　

山
本 　

二

●
豊
橋
ゴ
ー
ル
デ
ン
R
C（
東
三
河
分
区
）

　

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
な
っ
て

　

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
1
年
6

か
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　

ロ
ー
タ
リ
ー
の
バ
ッ
チ
を
つ
け
て
ロ
ー
タ

リ
ー
の
一
員
に
な
っ
た
ん
だ
と
の
実
感
と
誇
り

を
感
じ
、同
時
に
疑
問
も
湧
い
て
き
ま
し
た
。

　

一
員
と
な
っ
て
、
な
に
が
で
き
る
の
か

な
? 

と
い
う
素
朴
な
疑
問
で
す
。

　

前
任
者
の
後
を
自
動
的
に
継
い
で
き
ま
し

た
が
、本
来
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
く
、様
々

な
奉
仕
を
実
践
す
る
た
め
賛
同
し
、選
ば
れ
た

人
た
ち
の
集
ま
り
。
そ
の
た
め
に
は
時
間
と

費
用
と
労
力
を
拠
出
す
る
こ
と
に
積
極
的
で

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
私
の
よ
う
に
転
勤

で
移
動
し
任
地
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
し
て
参

加
し
て
い
る
人
も
少
な
く
は
な
い
と
思
い
ま

す
が
、自
身
の
判
断
で
拠
出
す
る
こ
と
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
継

続
し
て
い
け
ば
良
い
の
か
悩
ま
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
労
力
は
厭
わ
な
い
つ
も
り
で
す
が
。

　

異
業
種
交
流
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
団
体
が

あ
り
ま
す
が
、ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
よ
う

に
素
直
な
気
持
ち
で
参
加
で
き
る
機
会
も
少

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ク
ラ

ブ
を
大
切
に
し
、一
週
間
に
一
度
の
会
合
に

積
極
的
な
参
加
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

乾 

保
信

●
岡
崎
東
R
C（
西
三
河
中
分
区
）

　

私
に
と
っ
て
奉
仕
の
理
想
と
は

　

改
め
て
貴
方
に
と
っ
て
奉
仕
と
は
と
尋
ね

ら
れ
た
と
し
た
ら
、私
は
何
と
答
え
る
だ
ろ

う
か
。

　

職
業
を
通
し
て
奉
仕
を
し
て
い
る
の
だ
か

ら
、奉
仕
は
仕
事
で
あ
る
と
答
え
る
と
思
う
。

し
か
し
仕
事
は
収
入
の
糧
で
あ
り
利
潤
の

追
求
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
生
へ
の

競
争
の
場
で
あ
り
、決
し
て
美
し
い
世
界
で

は
無
い
と
思
う
の
で
す
。
何
故
な
ら
ば
、裏

腹
に
は
生
存
競
争
に
敗
れ
、見
る
も
無
残
な

厳
し
い
世
界
が
あ
る
か
ら
で
す
。
で
は
理
想

の
奉
仕
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
仕
事

を
通
し
て
生
か
さ
れ
て
い
る
感
謝
の
気
持
ち

か
ら
来
る
恩
返
し
の
姿
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
人
の
為
に
自
分
を
尽
く
す
こ
と
、利
欲

を
最
小
限
に
と
ど
め
、最
大
利
他
の
究
極
を

求
め
続
け
て
い
く
ロ
ー
タ
リ
ー
の
奉
仕
哲
学

の
姿
で
も
あ
る
の
で
す
。
厳
し
い
競
争
に
打

ち
勝
っ
た
仕
事
の
勝
者
が
で
き
る
感
謝
の
気

持
ち
で
は
な
い
の
で
は
と
思
う
の
で
す
が
。

会
長　

手
嶋 

明

●
あ
ま
R
C（
西
尾
張
分
区
）

　

天
覧
手
品
の
栄
を
思
う

　

昭
和
五
十
六
年
六
月
三
十
日
、皇
居
吹
上

御
所
に
お
い
て
昭
和
天
皇
満
八
十
才
を
祝
う

内
輪
の
会
が
催
さ
れ
、私
は
家
内
同
伴
で
参

内
し
、昭
和
天
皇
を
中
心
に
皇
族
方
に
手
品

を
天
覧
賜
り
ま
し
た
。
手
品
を
ご
覧
に
入
れ

た
の
は
私
を
含
め
六
人
で
し
た
。
私
が
代
表

で
陛
下
に
一
分
間
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
、「
名

古
屋
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
実
現
の
暁
に
は
天
皇
皇

后
両
陛
下
の
お
元
気
な
お
姿
を
名
古
屋
で
拝

し
た
く
、心
か
ら
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
」

と
結
び
ま
し
た
が
、現
在
の
天
皇
、皇
后
が

に
っ
こ
り
と
頷
か
れ
た
ご
様
子
が
印
象
的
で

し
た
。
名
古
屋
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
実
現
を
信
じ

て
お
り
ま
し
た
。
演
技
は
私
が
最
後
の
ト
リ

で
、ト
ラ
ン
プ
を
空
中
よ
り
沢
山
取
り
出
す

ミ
リ
オ
ン
カ
ー
ド
、最
後
に
紅
白
の
シ
ル
ク

を
、寿
の
大
旗
に
変
化
さ
せ
「
天
皇
陛
下
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉

で
結
び
ま
し
た
。
そ
の
日
は
、私
た
ち
の
結

婚
記
念
日
で
感
激
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。
こ

れ
が
生
涯
の
最
高
の
思
い
出
で
す
。大

竹 

和
美

●
岡
崎
東
R
C（
西
三
河
中
分
区
）

　

私
の
旅
紀
行

　

島
根
県
津
和
野
町
の
鷺
舞

　

こ
の
写
真
は
今
年
の
5
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

随
筆
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後
に
会
場
に
入
っ
た
ひ
と
が
、乾
杯
の
音
頭

を
と
る
慣
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、一
流
大
企
業
の

岡
崎
支
店
長
の
あ
る
会
員
は
、会
議
の
司
会

を
会
議
室
に
最
後
に
入
っ
た
人
に
や
ら
せ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、何
時
司
会
を
や
ら
せ
ら
れ
る
か

分
か
ら
な
い
か
ら
、開
始
時
間
の
早
め
に
集

ま
る
よ
う
に
な
る
し
、事
前
に
よ
く
勉
強
す

る
よ
う
に
成
っ
た
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
芝
蘭

会
に
参
加
し
て
、こ
れ
こ
そ
良
い
感
化
を
え

ら
れ
る
よ
う
な
麗
し
い
交
友
関
係
が
で
き
た

の
で
あ
り
ま
す
。

　

以
下
に
芝
蘭
会
で
賞
味
し
て
い
る
旬
の
味

の
明
細
を
示
し
ま
す

　

7
月
―
「
鱧
」

　

8
月
―
「
お
こ
ぜ
」

　

9
月
―
「
鮎
」（
地
元
の
お
茶
と
一
緒
に
焼

い
た
も
の
で
大
変
香
ば
し
い
・
絶
品
で
す
）

　

10
月
―
「
一
色
産
う
な
ぎ
」（
こ
こ
の
肝
焼

き
は
絶
品
）

　

11
月
―
「
ク
エ
」（
和
歌
山
県
南
部
町
漁
港

よ
り
直
送
）

　

12
月
―
「
天
然
フ
グ
」（
愛
知
県
伊
良
湖
沖

で
獲
れ
た
も
の
―
飲
ん
で
食
っ
て
9
0
0
0

円
也
で
、大
変
値
打
ち
の
料
金
で
す
）

　

2
月
―
「
関
あ
じ
・
関
さ
ば
」（
大
分
県
関

漁
港
よ
り
直
送
）

　

3
月
―
「
鹿
肉
」

　

4
月
―
「
熊
本
産
霜
降
り
馬
刺
し
」（
鮨
も

美
味
し
い
が
、軽
く
炙
っ
た
も
の
は
絶
品
）　

　

6
月
―
「
時
し
ら
ず
」（
一
年
で
最
も
美
味

し
い
と
さ
れ
る
鮭
）・
毛
ガ
ニ

第
57
代
会
長（
2
0
0
7
〜
2
0
0
8
年
度
）　

蜂
須
賀
利
雄

●
豊
田
東
R
C（
西
三
河
中
分
区
）

　

一
泊
親
睦
例
会
の
思
い
出

　

月
は
朧

お
ぼ
ろ
に
東
山
、霞か
す

む
夜
毎
の
か
が
り
火

に
…
京
の
都
の
夜
、
踊
る
舞
妓
の
白
い
指

先
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
酔
心
も
深
く
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
同
士
の
会
話
も
華
や
か
に
は
ず

む
。
そ
っ
と
祝
儀
を
握
ら
せ
る
人
も
居
て

宴う
た
げが
に
ぎ
や
か
に
響
き
、黒
い
森
の
静
寂
に

溶
け
て
い
く
。
昼
間
は
、リ
ン
リ
ン
と
鳴
く

八
〇
〇
〇
匹
の
鈴
虫
の
音
色
に
老
僧（
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
）の
声
も
と
ぎ
れ
が
ち
な
鈴
虫
寺
。

話
題
の
「
わ
ら
じ
を
は
い
た
地
蔵
」
さ
ん
が
、

わ
ざ
わ
ざ
自
宅
ま
で
来
て
身
の
厄
除
け
、縁

結
び
な
ど
願
い
を
叶
え
て
く
れ
る
と
い
う
有

り
が
た
い
話
に
合
唱
。
川
の
水
の
清
ら
か
な

桂
川
の
渡
月
橋
を
め
ぐ
り
、天
龍
寺
で
は
、法は
っ

堂と
う

の
天
井
に
画
か
れ
た
五ご

爪づ
め

の
「
八
方
睨
み

の
龍
」
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
る
。
そ
の
眼
光

の
鋭
さ
、そ
し
て
ど
の
位
置
に
立
っ
て
も
眼

が
追
っ
て
く
る
動
き
に
驚
き
な
が
ら
、画
伯
、

加
山
又
造
氏
の
画
才
に
思
わ
ず
感
嘆
の
声

が
あ
が
っ
た
。
そ
ん
な
京
を
あ
と
に
二
日
目

は
、水
郷
、近
江
八
幡
へ
。
ゆ
っ
た
り
と
小
舟

に
乗
っ
て
水
郷
め
ぐ
り
。
よ
し
の
間
を
ぬ
っ

て
進
む
水
路
に
先
人
の
知
恵
を
見
た
。
彦
根

城
下
で
は
新
し
い
街
づ
く
り
の
街
並
み
を
歩

き
、名
産
の
和
菓
子
を
山
ほ
ど
買
っ
て
バ
ス

の
中
へ
。「
ビ
ー
ル
が
足
り
ん
ぞ
ー
」
や
「
俺

に
当
る
カ
ー

ド
を
配
れ
」な

ど
の
声
が
乱

れ
と
ぶ
中
、ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
な

が
ら
六
〇
余

名
の
参
加
で

仲
間
同
士
の

気
心
が
通
じ

親
睦
の
和
が

広
ま
っ
た
一

泊
例
会
は
楽

し
さ
の
中
に

終
了
し
ま
し
た
。（
六
月
十
二
日
）

愛
知 

治

●
常
滑
R
C（
南
尾
張
分
区
）

　

ロ
ー
タ
リ
ー
へ
の
思
い

　

振
り
返
れ
ば
、
は
っ
と
い
う
間
の
27
年

（
ロ
ー
タ
リ
ー
歴
）時
の
流
れ
は
ま
っ
た
く
早

い
も
の
で
す
。

　

脱
サ
ラ
を
試
み
会
社
を
創
業
す
る
も
経
営

も
な
か
な
か
軌
道
に
の
ら
ず
大
変
苦
し
い
状

況
の
な
か
42
歳
の
時
に
お
誘
い
を
頂
き
ま
し

た
が
、元
々
ロ
ー
タ
リ
ー
な
ど
頭
の
片
隅
に

も
な
く
全
く
別
世
界
の
思
い
か
ら
当
然
お
断

り
す
る
も
、会
長
、幹
事
、増
強
委
員
長
と
次

か
ら
次
へ
の
人
界
戦
術
に
根
負
け
し
、と
う

と
う
頭
を
縦
に
振
る
は
め
に
。

　

総
務
部
長
も
営
業
部
長
も
兼
務
す
る
零
細

企
業
の
親
父
が
毎
週
の
例
会
は
と
て
も
無
理
、

い
ず
れ
近
い
内
に
退
会
す
れ
ば
と
の
思
い
は

当
時
の
偽
り
の
な
い
心
境
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
私
が
今
日
ま
で
継
続
で
き
た

の
は
企
業
の
規
模
も
社
会
的
地
位
も
ま
し
て

や
学
歴
も
関
係
な
く『
奉
仕
の
理
想
』の
も
と
、

年
齢
、性
別
、職
業
全
て
平
等
と
云
う
ロ
ー
タ

リ
ー
の
魅
力
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
減
少
と
云
う
厳
し
い
現
状
、あ
ま
り

難
し
く
考
え
ず
若
い
人
に
も
理
解
を
頂
け
る

明
る
く
楽
し
く
魅
力
あ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
を
目

指
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。清

水 

幸
一

私
と
ロ
ー
タ
リ
ー

京の宴

近江八幡水郷めぐり
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か
っ
た
の
は
、明
太
子
の
製
法
を
考
案
し
た
あ

る
メ
ー
カ
ー
は
、そ
れ
を
独
占
せ
ず
、む
し
ろ
他

社
に
伝
播
し
多
く
の
メ
ー
カ
ー
が
各
々
特
徴
を

出
し
、切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、博
多
名
物
と
し
て

の
地
位
を
確
立
し
た
と
い
う
く
だ
り
で
す
。
1

社
だ
け
で
は
、こ
れ
だ
け
名
物
に
は
な
り
得
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
、例
会
場
と
な
る
料
理
店
「
芙
蓉

別
館
」に
場
所
を
移
し
、郷
土
料
理
を
堪
能
し

な
が
ら
宴
は
司
会
者
の
計
ら
い
に
よ
り
、あ

と
僅
か
で
任
期
を
終
え
る
、今
年
度
の
石
田

会
長
・
堀
口
幹
事
両
名
を
ね
ぎ
ら
う
場
と
な

り
ま
し
た
。

　

古
代
よ
り
大
陸
と
の
接
点
と
な
り
、現
在

さ
ら
に
東
ア
ジ
ア
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら

発
展
す
る
福
岡
・
博
多
の
街
を
体
感
す
る
旅

と
な
り
ま
し
た
。

浅
野 

哲
司

●
名
古
屋
栄
R
C（
西
名
古
屋
分
区
）

　

名
古
屋
栄
R
C
に
は
趣
味
の
会
が
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、と
り
わ
け
、ゴ
ル
フ
会
、読

書
サ
ロ
ン
会
、美
味
探
究
会
は
活
発
に
和
や

か
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

R
C
の
活
動
の
目
的
の
ひ
と
つ
に
親
睦
が

あ
り
ま
す
の
で
、す
べ
て
の
会
員
が
ど
れ
か

ひ
と
つ
で
も
趣
味
の
会
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
と
よ
り
一
層
R
C
活
動
も
楽
し
い
も
の
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
も
ゴ
ル
フ
会
に
入
会
し
て
い
る
の
で
、

ゴ
ル
フ
の
四
方
山
話
を
ひ
と
つ
。
ワ
ン
ホ
ー

ル
で
の
最
多
打
数
は
1
6
1
打
。
ギ
ネ
ス

ブ
ッ
ク
を
叩
い
た
そ
う
で
す
。

　

1
9
1
3
年
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
の

シ
ョ
ー
ニ
ー
・
イ
ン
ビ
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
女

子
選
手
権
で
、
16
番
シ
ョ
ー
ト
・
ホ
ー
ル

（
1
6
2
ヤ
ー
ド
）
で
、第
一
打
が
対
岸
に
届

か
ず
、川
に
落
ち
、ボ
ー
ル
が
ま
だ
貴
重
で
あ

り
、水
に
浮
く
と
い
う
時
代
で
し
た
の
で
、観

戦
し
て
い
た
夫
に
近
く
に
あ
っ
た
舟
遊
び

用
の
ボ
ー
ト
を
漕
が
せ
、5
番
ア
イ
ア
ン
で

イ
ク
ス
プ
ロ
ー
ジ
ュ
ン
の
水
し
ぶ
き
を
あ
げ

続
け
、40
打
目
で
陸
に
打
ち
上
げ
、森
の
中
を

木
樵
の
よ
う
に
振
り
続
け
、岩
の
間
に
め
り

込
ん
だ
ボ
ー
ル
も
あ
る
が
ま
ま
の
状
況
で
プ

レ
ー
を
し
た
そ
う
で
す
。
女
性
は
強
で
す
。

幹
事　

立
松 

賢

●
岡
崎
R
C（
西
三
河
中
分
区
）

　

芝し

蘭ら
ん

会か
い（

親
睦
会
）

　
「
芝
蘭
会
」
の
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
は
、今

か
ら
20
年
ぐ
ら
い
前
に
遡
る
。
入
会
し
て
3

年
目
に
始
め
て
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
委
員
長
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　

早
速
第
一
回
の
委
員
会
を
や
る
こ
と
に
な

り
、ノ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
べ
く
名
鉄

岡
崎
ホ
テ
ル
の
屋
上
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
に
委
員

会
メ
ン
バ
ー
全
員
馳
せ
参
じ
た

　

こ
の
時
大
い
に
盛
り
上
が
り
、今
後
も
毎

月
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
即
決
定
。
そ
の

後
、新
年
会
の
あ
る
一
月
を
除
い
て
、毎
月

実
施
。

　

た
ま
た
ま
会
員
の
一
人
が
、年
明
け
に
北

海
道
札
幌
に
栄
転
さ
れ
た
の
で
、6
月
に
委

員
会
の
打
ち
上
げ
と
し
て
函
館
に
一
泊
二
日

で
行
き
ま
し
た
。

　

年
度
が
替
わ
り
、私
は
再
び
委
員
長
を
仰

せ
つ
か
り
、こ
の
年
度
も
ほ
と
ん
ど
毎
月
ノ

ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
や
り
ま
し
た
。
こ
の

時
、一
滴
も
飲
ま
な
い
あ
る
会
員
が
、自
分
の

所
属
す
る
委
員
会
の
人
数
が
少
な
く
て
淋
し

い
か
ら
、仲
間
に
入
れ
て
く
れ
と
入
っ
て
き

ま
し
た
。

　

会
を
重
ね
る
ご
と
に
、
他
の
委
員
会
の

人
々
が
一
名
加
わ
り
二
名
加
わ
り
し
て
、参

加
者
が
段
々
と
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、「
岡
崎
ロ
ー
タ
リ
ー
の
名
前
を

使
っ
て
F
A
X
し
て
欲
し
い
、そ
う
す
れ
ば
、

こ
の
会
に
出
や
す
い
」
と
い
う
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
岡
崎
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
合
同

委
員
会
」
と
い
う
名
称
で
案
内
を
出
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
全
部
私
が
段
取
り
を
し
て

F
A
X
送
信
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、酒
が
飲

め
な
い
下
戸
で
も
楽
し
め
る
よ
う
に
、週
刊

誌
・
新
聞
等
か
ら
旬
の
味
を
見
つ
け
ま
す
と
、

直
ぐ
に
「
前
金
で
払
い
ま
す
か
ら
送
っ
て
く

れ
ま
す
か
」
と
直
接
産
地
に
電
話
を
し
て
直

送
し
て
貰
う
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
参
加
者
は
増
え
続
け
、バ
ブ
ル

の
最
盛
期
に
は
、多
い
と
き
に
は
40
人
を
超

え
る
時
も
あ
り
ま
し
た（
そ
の
時
会
員
数

1
2
0
名
・
平
均
参
加
者
は
25
人
ぐ
ら
い
）。

　

バ
ブ
ル
後
は
多
少
参
加
者
が
減
り
ま
し
た

が
安
定
的
に
参
加
者
が
あ
り（
15
〜
20
人
）、

前
年
度
西
三
河
中
分
区
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
・
杉

浦
壽
康
さ
ん
が
、会
長
の
時（
1
9
9
8
〜

1
9
9
9
年
度
）
に
準
公
式
行
事
と
し
て
認

め
ら
れ
、「
標
題
」
に
あ
る
「
芝
蘭
会
」
と
い
う

会
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。
準
公
式
行
事
で

す
の
で
予
算
は
つ
き
ま
せ
ん
が
案
内
は
事
務

局
で
や
っ
て
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

こ
の
会
で
は
宴
会
が
始
ま
る
と
き
は
、最

同
好
会

親
睦

芝し
ら
ん
の
ま
じ
わ
り

蘭
之
交
―
中
国
の
言
葉
＝
霊
芝
の
意
・
転
じ
て
善
人

君
子
の
た
と
え
、良
い
感
化
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
麗
し

い
交
友
関
係
を
言
う

9月・「鮎」（地元のお茶と一緒に焼いたもので大変香ばしい・絶品です）
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の
沿
道
の
ゴ
ミ
拾
い
と
し
て
昨
年
ま
で
実
施

し
て
来
ま
し
た
。

　

こ
の
「
第
2
7
6
0
地
区
統
一
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
よ
る
取
り
組
み
の
輪
を

さ
ら
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
粘
り
強
く
継
続

す
る
こ
と
で
、身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
ゴ
ミ
を

な
く
し
快
適
な
住
環
境
を
実
現
で
き
る
こ
と

を
願
い
本
年
も
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
我
々

総
勢
50
名
足
ら
ず
の
活
動
で
す
が
、地
元
メ

デ
ィ
ア
の
広
報
に
よ
る
支
援
を
受
け
序
々
に

地
域
に
認
知
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
5
3
0
運

動
の
基
本
精
神
は
「
自
分
の
ゴ
ミ
は
自
分
で

持
ち
帰
ろ
う
」
で
す
。
他
人
が
捨
て
た
ゴ
ミ

を
拾
う
の
で
は
な
く
「
拾
う
必
要
の
な
い
環

境
に
し
よ
う
」
を
合
言
葉
に
今
後
も
地
道
に

取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

前
環
境
保
全
委
員
長　

木
戸 

重
信

●
一
色
R
C（
西
三
河
分
区
）

　

咲
か
せ
! 

„
奉
仕
の
花“

　
「
大
地
に
花
を
咲
か
せ
よ
う
!
」

　

誰
の
手
に
渡
り
、ど
ん
な
色
の
花
が
咲
く
の
か
?

　

一
色
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
職
業
奉
仕
委
員
会

（
委
員
長
小
池 

孝
）は
、職
場
訪
問
例
会
を
5
月

29
日
活
動
拠
点
の
一
色
を
離
れ
、お
隣
の
西

尾
市
憩
の
農
園
で
開
催
し
た
。
当
日
は
園

長
の
卓
話
の
後
、小
池
委
員
長
の
企
画
に
よ

り
、会
員
・
夫
人
ら
が
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
や
コ
ス

モ
ス
、ヒ
マ
ワ
リ
な
ど
の
花
の
種
の
つ
い
た

風
船
を
飛
ば
し
た
。
種
の
袋
に
は
、地
球
上

の
ど
こ
か
で
色
と
り
ど
り
の
「
奉
仕
の
花
」

が
咲
く
よ
う
願
い
を
込
め
て
、「
一
色
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
45
周
年
記
念
事
業 

大
地

に
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
」
と
印
刷
さ
れ
た

シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
。直

前
会
長　

神
谷 

正
康

●
一
宮
中
央
R
C（
西
尾
張
分
区
）

　

最
近
の
小
学
校
に
お
い
て
は
運
動
会
に
お

け
る
勝
敗
の
回
避
や
、親
と
一
緒
の
昼
食
会

な
ど
の
取
り
や
め
な
ど
私
た
ち
の
小
学
校
時

代
に
は
親
と
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た

行
事
も
悪
し
き
平
等
の
も
と
味
気
の
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
現
実
の
世

界
で
は
規
制
緩
和
の
も
と
自
由
競
争
の
流
れ

は
、よ
り
一
層
厳
し
い
状
況
に
有
り
、相
互
協

力
ど
こ
ろ
か
弱
肉
強
食
の
競
争
原
理
が
優
先

し
、弱
者
を
思
い
や
る
寛
大
さ
も
い
つ
の
間

に
か
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
個
人
の
能
力
の
客

観
的
優
劣
を
お
互
い
に
認
識
し
た
上
で
、そ

の
差
を
克
服
し
よ
う
と
努
力
す
る
姿
は
尊
い

も
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
ス
ポ
ー
ツ
に
よ

り
身
体
の
鍛
錬
を
図
る
こ
と
が
今
、求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

23
日
に
一
宮
市
光
明
寺
競
技
場
に
お
い
て

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
挙
行
し
ま
す
。
対
象

者
は
小
学
生
2
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
、順
位
戦

を
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
運
営
管
理
の
も
と
行
い

ま
す
。
当
日
は
一
宮
シ
テ
イ
ケ
ー
ブ
ル
の
取

材
に
よ
り
2
時
間
程
度
の
番
組
を
編
集
し
後

日
、放
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

子
供
達
の
元
気
あ
ふ
れ
る
映
像
が
お
茶
の
間

に
流
れ
る
こ
と
に
よ
り
、親
子
の
会
話
の
き
っ

か
け
や
、多
く
の
友
達
の
輪
が
広
が
る
こ
と
に

少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

会
長　

大
森 

進

●
名
古
屋
葵
R
C（
東
名
古
屋
分
区
）

　

研
修
旅
行
2
0
0
8　

〜
福
岡
・
博
多

　

去
る
6
月
14
日（
土
）15
日（
日
）の
2
日
間
は

福
岡
・
博
多
へ
の
研
修
旅
行
で
し
た
。
宿
泊
先

に
隣
接
す
る
再
開
発
ス
ポ
ッ
ト
、キ
ャ
ナ
ル
シ

テ
ィ
散
策
後
は
、明
太
子
メ
ー
カ
ー
（
株
）山
口

油
屋
福
太
郎
の
工
場
見
学
で
す
。
専
務
取
締
役

の
山
口
勝
子
氏
の
お
話
の
中
で
、私
が
興
味
深

催
し

2003年から継続事業として続く「530運動」

明太子メーカー工場見学
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用
さ
れ
ま
す
。
又
、地
球
温
暖
化
の
予
防
の

一
助
と
な
る
森
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

社
会
奉
仕
委
員
会　

髙
村 

富
三

●
豊
橋
R
C（
東
三
河
分
区
）

　

人
づ
く
り（
Ⅱ
）

　

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
の
支
援

　

豊
橋
商
業
高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

（
I
A
C
）
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、1
9
6
5

年
結
成
と
あ
る
。

　

豊
橋
R
C
の
神
野
太
郎
氏
が
ガ
バ
ナ
ー

を
務
め
ら
れ
た
年
で
あ
る
。
以
来
、
豊
商

I
A
C
は
43
年
間
に
5
回
I
A
C
地
区
協
議

会
を
ホ
ス
ト
し
た
。
1
回
目
は
1
9
6
8

年
、豊
橋
R
C
の
実
行
委
員
長
は
高
沢
隆
氏

で
あ
っ
た
。
以
後
、高
山
彦
人
、内
山
卯
、三

浦
多
久
二
の
各
氏
が
実
行
委
員
長
を
さ
れ
、

昨
年
7
月
に
松
井
章
悟
実
行
委
員
長（
本
年

度
地
区
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
）
の
も
と
、第
18
回

（
通
産
44
回
）I
A
C
地
区
協
議
会
を
ホ
ス
ト

し
た
。

　

豊
商
I
A
C
の
メ
ン
バ
ー
は
会
場
を
愛
知

大
学
と
し
、「
分
科
会
は
手
作
り
で
」
と
準
備

を
進
め
た
。
豊
商
の
校
長
は
じ
め
顧
問
の
先

生
方
も
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

豊
橋
R
C
は
昨
年
度
ブ
ラ
ジ
ル
を
テ
ー
マ

に
取
り
組
ん
だ
。
分
科
会
に
組
み
込
ま
れ
た

ブ
ラ
ジ
ル
人
高
校
生
と
の
交
流
会
で
彼
ら

は
ひ
と
つ
に
溶
け
込
ん
で
い
た
。
I
A
C
で

培
っ
た
奉
仕
の
精
神
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し

て
く
れ
た
。
と
て
も
感
動
し
た
。

　

彼
ら
は
社
会
に
出
て
か
ら
も
き
っ
と
立
派

に
行
動
し
て
く
れ
る
こ
と
と
期
待
し
て
い
る
。

幹
事　

高
須 

博
久

●
新
城
R
C（
東
三
河
分
区
）

　

1
0
0
万
本
の
桜
の
街
を
目
指
し
て

　

3
0
0
年
以
上
の
そ
の
昔
、新
城
城
主
に

よ
り
植
え
ら
れ
た
桜
が
始
ま
り
だ
と
言
わ
れ

る
桜
淵
公
園
。
で
も
最
近
、公
園
の
桜
に
元

気
が
無
く
、そ
れ
が
町
の
活
気
の
無
さ
と
重

な
っ
て
映
り
ま
す
。
そ
こ
で
、市
民
が
完
全

主
導
の
街
お
こ
し
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

初
年
度
の
実
績
と
し
て
、ふ
る
さ
と
の
街
中

に
1
0
0
0
本
の
桜
が
市
民
の
手
で
植
樹
さ

れ
ま
し
た
。
10
年
計
画
と
な
る
「
1
0
0
万

本
の
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
植
え
た
桜
の
本

数
以
上
に
、ふ
る
さ
と
新
城
の
街
が
元
気
に

な
る
こ
と
を
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

　

2
月
17
日
〜　

 

第
2
7
6
0
地
区　

愛
知
県

松
井 

章
泰

●
岡
崎
東
R
C（
西
三
河
中
分
区
）

　

岡
崎
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
会

し
て
、3
ヶ
月
目
に
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
と
い
う
こ
と
で
、制
作
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
ま

ず
、大
き
く
2
つ
の
こ
と
を
考
え
て
制
作
に

あ
た
り
ま
し
た
。
ま
ず
初
め
に
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
担
当
が
1
年
ご
と
に
変
わ
る
の

で
、だ
れ
も
が
デ
ー
タ
の
追
加
、変
更
で
き
る

よ
う
に
C
M
S（
コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
）で
制
作
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
一
般
的
に
普
及
し
て
い
る
ブ
ロ
グ

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
つ
つ
、通
常
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
見
え
る
デ
ザ
イ
ン
で
構
築
を
し
て

い
ま
す
。

　

2
番
目
に
R
C
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
構
築

で
す
。
入
会
し
て
い
な
い
人
か
ら
は
、「
い
つ

か
は
R
C
に
入
り
た
く
な
る
」、ま
た
岡
崎
東

R
C
の
会
員
は
、「
R
C
で
奉
仕
す
る
こ
と
を

誇
り
と
考
え
ら
れ
る
」
し
っ
か
り
と
し
た
デ

ザ
イ
ン
を
目
標
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
用
目
標
と
し
て
は
、
岡
崎
東

R
C
の
独
自
事
業
の
報
告
が
あ
ま
り
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、そ
の
事
業
報
告
や
、R
C
の

仲
間
同
士
の
懇
親
会
報
告
な
ど
を
行
え
る
よ

う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
、会
員
に

と
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
、楽
し
さ
を
伴
っ

た
絆
の
場
と
し
て
の
発
展
と
、外
部
に
向
け

て
の
奉
仕
事
業
か
ら
の
啓
発
活
動
と
な
る
よ

う
に
で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

http://w
w
w
.okazakieastrotary.org/

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

坂
野 

弘

●
豊
田
中
R
C（
西
三
河
中
分
区
）

　

環
境
保
全
例
会

　
「
5
3
0
運
動
」の
実
施

　

我
が
豊
田
中
R
C
の
環
境
保
全
委
員
会
担

当
例
会
は
地
域
奉
仕
活
動
と
し
て
「
5
3
0

（
ゴ
ミ
ゼ
ロ
）
運
動
」
に
よ
る
環
境
美
化
活
動

を
2
0
0
3
年
度
か
ら
継
続
事
業
と
し
て
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
初
は
豊
田
市
中
心
部

を
流
れ
る
矢
作
川
の
河
川
敷
き
を
豊
田
市
を

初
め
と
し
て
市
内
の
各
企
業
及
び
団
体
に
よ

り
大
規
模
な
ク
リ
ー
ン
活
動
に
参
加
し
、家

庭
ご
み
や
金
属
く
ず
、タ
イ
ヤ
な
ど
大
量
の

ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と
で
河
川
の
水
質
浄
化
と
景

観
美
化
に
協
力
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

豊
田
市
駅
前
よ
り
ト
ヨ
タ
ス
タ
ジ
ア
ム
ま
で

2月10日全国初となる市民200人参加での高速道路沿いに
植樹する風景

岡崎東RCホームページ画面
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●
名
古
屋
名
駅
R
C（
西
名
古
屋
分
区
）

　

今
回
は
名
古
屋
名
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

独
自
の
表
彰
制
度
「
椿
賞
」
に
つ
い
て
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

　

表
象
対
象
の
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

名
古
屋
市
を
中
心
と
し
た
地
域
に
お
い
て
、

既
に
成
功
し
て
い
る
人
に
対
し
て
で
は
な

く
、そ
の
試
み
が
よ
り
良
い
社
会
環
境
創
り

に
努
力
し
て
い
る
個
人
又
は
団
体
を
表
賞
す

る
も
の
で
す
。

　

当
ク
ラ
ブ
は
中
村
区
椿
町
に
位
置
し
、椿

神
社
な
ど
地
名
に
由
来
し
た
名
称
も
多
く
、

こ
れ
に
よ
り
「
椿
賞
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

椿
の
花
の
真
っ
赤
な
色
は
情
熱
と
喜
び
と
誠

を
意
味
し
、奉
仕
の
理
念
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科
・
坂
本
純
一
教
授
を
表
賞
い
た
し
ま
し
た
。

氏
は
、ア
ジ
ア
諸
国
の
医
療
行
政
の
分
野
に

お
い
て
、将
来
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
リ
ー
ダ
ー
を

育
成
・
支
援
す
る
と
い
う
ヤ
ン
グ
・
リ
ー
ダ
ー

ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Y
L
P
）
並
び
に
留
学
生

支
援
無
償
事
業（
J
D
S
）の
リ
ー
ダ
ー
的
役

割
を
担
わ
れ
、各
国
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
創

り
や
相
互
理
解
と
信
頼
を
深
め
る
上
で
多
大

な
貢
献
を
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
に
「
名
駅
よ
り
世
界
へ
」
と
い
う

当
ク
ラ
ブ
設
立
時
の
テ
ー
マ
を
原
動
力
と
し

て
「
椿
賞
」
を
始
め
奉
仕
活
動
を
継
続
し
て

い
く
所
存
で
す
。

石
黒 

隆

●
名
古
屋
名
東
R
C（
東
名
古
屋
分
区
）

　

高
校
生
の
社
会
奉
仕
と
国
際
理
解
を
援
助

す
る
為
に
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
千
種
高
校
イ

ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
も
、平
成
7
年
6
月

24
日
発
足
以
来
、今
年
で
13
年
目
を
迎
え
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

　

34
名
の
部
員
の
皆
さ
ん
は
、地
区
の
協
議

会
、文
化
交
流（
J
I
C
A
研
修
生
と
の
交

流
）
国
際
交
流（
海
外
派
遣
研
修
）
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動（
子
供
の
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
あ
い
ち
の
募
金
活
動
）
等
々
に
参
加

さ
れ
、積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、部
員
の
皆
さ
ん
に
ク
ラ

ブ
活
動
を
通
じ
て
、人
間
関
係
の
楽
し
さ
、大

切
さ
を
実
感
し
て
頂
き
、思
い
や
り
の
心
を

育
て
な
が
ら
自
立
し
て
い
っ
て
頂
け
る
環
境

の
充
実
を
目
指
し
、サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　
「
次
代
を
担
う
青
少
年
の
人
材
育
成
」に
引

き
続
き
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
皆
様
の
温
か
い
御

支
援
、御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。イ

ン
タ
ー
ア
ク
ト
委
員
会 

委
員
長　

丹
羽 

幸
み
ゆ
き

●
名
古
屋
昭
和
R
C（
東
名
古
屋
分
区
）

　

環
境
学
習
の
森
づ
く
り

　

当
ク
ラ
ブ
で
は
、地
域
の
環
境
保
護
に
役

立
つ
事
業
を
模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、昭
和

区
役
所
が
計
画
し
て
い
る
「
川
名
公
園
環
境

学
習
の
森
づ
く
り
」
の
趣
旨
に
賛
同
し
…
こ

の
森
づ
く
り
は
、近
年
の
環
境
へ
の
関
心
の

高
ま
り
を
受
け
、都
市
に
お
け
る
緑
地
を
創

出
す
る
と
と
も
に
、子
供
が
関
わ
る
仕
組
み

（
森
づ
く
り
隊
の
結
成
）
と
し
、自
然
の
営
み

を
観
察
学
習
し
、体
験
で
き
、広
く
環
境
学
習

の
場
と
な
る„
森
“
を
創
出
す
る
…
こ
れ
ら

の
実
現
の
た
め
、当
ク
ラ
ブ
会
員
、家
族
お

よ
び
地
域
の
子
供
達
と
、各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
と
で
結
成
し
た
森
づ
く
り
隊
と
一

緒
に
、敷
地
2
0
0
0
㎡
に
ど
ん
ぐ
り
類
の

苗
木
2
0
0
0
本
を
5
年
間
で
植
樹
し
、そ

の
維
持
管
理
と
し
て
雑
草
刈
り
等
を
継
続
作

業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
今
ま
で

に
、計
6
回
、苗
木
1
0
0
0
本
を
植
樹
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
環
境
学
習
の
森
が
、10
年
、20
年
の
歳

月
を
経
て
大
き
く
な
れ
ば
、子
供
達
に
と
っ

て
は
、カ
ブ
ト
ム
シ
類
が
生
息
す
る
昆
虫
採

集
の
遊
び
場
と
な
り
、一
方
地
域
の
大
人
達

に
は
散
策
路
で
あ
り
、憩
の
場
所
と
し
て
利

千種高校インターアクトクラブ

「椿賞」表賞

「川名公園環境学習の森づくり」
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◆
田
原
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
R
C（
東
三
河
分
区
）

　

夜
間
例
会

　

当
ク
ラ
ブ
設
立
の
経
緯
は
、親
ク
ラ
ブ
の

田
原
R
C
創
立
30
周
年
記
念
の
一
環
と
し

て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
人
口

4
万
1
千
人
と
小
さ
な
町
で
す
の
で
、会
員

を
獲
得
す
る
方
法
と
し
て
夜
間
例
会
を
考
え

た
次
第
で
す
。
当
時
私
が
入
会
し
て
い
ま
し

た
田
原
R
C
で
大
先
輩
よ
り
、常
々
例
会
の

3
つ
の
要
点
と
し
て
次
の
教
え
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

　

1
． 

美
味
し
い
食
事

　

2
． 

魅
力
あ
る
卓
話

　

3
． 

楽
し
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
会
場
作
り

　

美
味
し
い
食
事
は
、会
員
の
中
に
3
名
の

料
理
店
主
が
お
ら
れ
、お
互
い
に
切
磋
琢
磨

し
て
現
在
ま
で
努
力
を
重
ね
て
戴
き
、全
く

頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

　

卓
話
は
各
年
度
の
担
当
会
員
が
工
夫
と
熱

意
で
、広
い
領
域
か
ら
魅
力
あ
ふ
れ
る
卓
話

者
を
選
択
し
、時
に
は
音
楽
の
分
野
ま
で
多

種
多
様
で
大
満
足
で
す
。

　

最
後
の
会
場
作
り
は
、会
員
が
陶
芸
の

趣
味
を
生
か
し
、寄
贈
さ
れ
た
手
作
り
の
湯

呑
、箸
置
き
、花
瓶
が
あ
り
、そ
の
花
瓶
に
は

花
を
愛
す
る
会
員
の
、さ
り
げ
な
い
山
野
草

の
一
輪
が
食
卓
を
よ
り
暖
か
く
彩
っ
て
お

り
ま
す
。

　

手
作
り
の
夜
間
例
会
に
是
非
メ
ー

キ
ャ
ッ
プ
を
。
全
会
員
で
お
待
ち
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。

内
柴 

義
郎

　
●
一
宮
R
C（
西
尾
張
分
区
）

　

一
宮
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
会
長
の
豊

島
俊
明
と
申

し
ま
す
。
今

年
度
の
ク
ラ

ブ
運
営
で
、

通
常
の
例
会
以
外
で
下
記
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

職
業
奉
仕
活
動
の
一
環
で
毎
年
職
場
例
会

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、今
年
度
は
来
年
5
月

21
日
か
ら
裁
判
員
制
度
が
実
施
さ
れ
る
の
を

受
け
て
、裁
判
所
見
学
と
裁
判
員
制
度
に
関

す
る
説
明
会
を
名
古
屋
市
へ
出
向
い
て
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、社
会
奉
仕
の
面
で
、障
害
者
に
方
々

の
作
業
所
訪
問
と
し
て
、一
宮
市
内
で
運
営
さ

れ
て
い
る
う
ど
ん
屋
さ
ん
を
、訪
問
し
、彼
ら

を
囲
ん
で
懇
談
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
、
毎
年
行
っ
て
い
る
環
境
保
全

を
テ
ー
マ
に
、地
元
に
流
れ
る
「
大
江
川
ク

リ
ー
ン
作
戦
」事
業
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。

会
長　

豊
島 

俊
明

●
津
島
R
C（
西
尾
張
分
区
）

　

恒
例
の
「
5
3
0
運
動
」開
催

　

尾
張
津
島
天
王
祭
や
藤
ま
つ
り
の
会
場
で

あ
り
、「
日
本
の
歴
史
公
園
百
選
」
に
も
選
ば

れ
た
天
王
川
公
園
で
、津
島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
は
5
月
24
日（
土
）、「
5
3
0
運
動
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
1
9
8
2
〜
83
年

度
か
ら
始
ま
り
、現
在
は
社
会
奉
仕
委
員
会

と
環
境
保
全
委
員
会
の
合
同
行
事
と
し
て
定

着
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、津
島
市
教
育
委
員
会
の
後
援
を

得
て
、津
島
市
及
び
愛
西
市
内
の
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
、ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、幼
稚
園
の
園
児

と
保
護
者
、R
C
会
員
の
総
勢
約
3
5
0
人

で
清
掃
活
動
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、西
尾
張

分
区
の
A
E
D
ト
レ
ー
ナ
ー
を
使
っ
て
、公

園
内
の
休
憩
所
で
説
明
会
も
行
い
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
雨
に
降

ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、大
量
の
ご
み
を
回
収

し
、成
功
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。
地
元
の
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
に
密
着
取
材
さ
れ
た
り
、中
日

新
聞
尾
張
版
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

次
年
度
雑
誌
委
員
長　

服
部 

貴

●
名
古
屋
東
南
R
C（
西
名
古
屋
分
区
）

　

我
が
名
古
屋
東
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・

環
境
保
全
委
員
会
は
『
友
愛
の
庭
』、大
高
緑

地
公
園
・
日
本
庭
園（
当
ク
ラ
ブ
寄
贈
）
に
お

い
て
『
5
3
0
運
動
』
を
5
月
28
日
に
実
施

し
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
40
名
近
い
会
員
・
家
族
が

集
ま
り
庭
園
清
掃
活
動
に
程
よ
い
汗
を
掻
き

充
実
し
た
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
伊
藤

秀
雄
会
長
の「
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
、持
ち
込
ま

な
い
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
無
事
終
了
し
ま
し

た
。『
友
愛
の
庭
』
は
名
古
屋
市
緑
区
内
大
高

緑
地
公
園
に
有
り
ま
す
四
季
に
よ
り
花
木
の

風
景
が
綺
麗
で
す
一
度
お
立
寄
り
下
さ
い
。

http://w
w
w
.aichi-toshi.or.jp/park/park

（H
P

）/odaka/index.htm
l

環
境
保
全
委
員
会　

尾
本 

和
弘

ク
ラ
ブ
紹
介

活
動

集まった地元の協力者に挨拶する
山田勝弘社会奉仕委員長

豊島俊明

大高緑地公園・日本庭園「友愛の庭」で
「530運動」
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